レキシ ノ タンキュウ ト シュダイ ガクシュウ by 酒井原  葉月
歴史の探究 と 主題学習
学習開発コース (1 0220907) 酒 井 原 葉 月
本研究の 目 的は 2 点である。 第 1 に， 世界史のあ題学習で扱われる主題 と は， どの よ う
な性格 と 内容を もつのかをはっ き り させる こ と。 第 2 に， 主題を組み込んだ学習が どの よ
う な も のになる のかを明 らかにする こ と であ る。 本研究では， 先行実践か ら主題の特ノ敷を
4 点指摘 し， 世界史における 主題学習の在 り 方を提案 した。 特に， 社会構造に迫る 課題の
設定， 探究の過程の導入に よ り ， 生徒が課題に対する 自 身の見方を明 らかにでき る と い う
見通 し を示 した。
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1 問題の所在 と 方法
山形県 F 中学校で， 201 1 年 6 月 ， 第 3 学年の公
民の授業において， 原子力発電の維持について賛
成か反対かを考え， 意見を述べ合 う 授業を行っ た。
こ の授業を通 して， 表 1 の よ う な意見の変容が
見 られた。 こ の二人は， 授業開始時には発電所が
安全性を高 め る 対策を行えばいい と している。 し
か し終了時には， M さ んは 「将来， 少 しずつで、 も
原子力発電に頼 ら な く て も イ イ よ う な 日 本になっ
て ほ しい。 そのために も ， 自 分は節電に協力 して
い き たい。 J と 述べてい る (下線部 a) 0 r 自 分は ど
う かかわっ てい く かJ と し づ 問題 と して考え る こ
と ができ た。
一方， A さ んは， r こ れか ら の電気 自 動車な ど
が必要に なっ て く る 時代に と て も便利J r原発の周
表 1 ‘ 生徒の意見の変容
按業開始時
辺に住んでいた人が納得する かはわか ら なし \J と
う (下線部 b， c) 。 これか ら の時代に今以上に電
気が必要にな る こ と と ， その電力 を支 え る 原子力
発電所を維持する こ と に対する反発 も あ る こ と を
踏ま え， 今後のエネノレギ一政策の在 り 方について
意見を述べている。
こ の実践では， 原子力発電の是非 と い う 主題を
設定 した学習に よ り ， 生徒の主体的な学習 を促進
する こ と ができ た。 「原子力発電所を維持すべき
か」 と い う 問題を解決する過程で， 生徒は様々 な
立場の見方・ 考え方を知 り ， なぜ簡単に解決でき な
いのかを考え る。 その上で， r 自 分は何を優先すべ
き と 考え る かJ r どんな 日 本に したいのかj と い う
意見を明確にする こ と ができ た。
こ う した:tJ琶を設定する 学習は， 高校地理歴史
授業終了時
M [賛成]原子力発電は， CO2も出さないし， [賛成]これからも原子力発電をするべきだと思う。 しかし， 危険性が高い。 だか
さ 地球の世界1鼠暖化を考えると， 原子力発電 ら， 再生可能エネルギーを利用して， (風力， 水力， 地熱， 太陽光;)C02を減らし
ん を維持した方がイイと思う。 しかし， 今回の ていき， a 将来， 少しずつでも原子力発電に頼らなくてもイイような 日 本になっ
地震で被害を受けている人もいるから， 安 てほしい。 そのためにも， 自 分は節電に協力していきたい。
全基準を策定していった方がイイと思う。
A [賛成]原因をしっかり追求し， 発電所の安 [賛成]安全性を高めれば問題加 、と思います。 原発は環境にし 、し し， (爆発し
さ 全性を高めれば今回のような事故は起きな なければ)発電コストが低く， エネノレギーの確保がしやすいです。 bこれからの





科の授業で も重視 さ れている。 こ こ での主題学習
と は， あ る 主題について政治的， 経済的， 社会的
な観点か ら総合的に学習 させる こ と に よ っ て， 歴
史的思考力 を一層培 う こ と を 目 指すも のであ る。
主題学習は 1960 年版の高等学校世界史B の学
習指導要領に初めて登場する。 こ こ での主彊学習
は， 例えば， シルク ロ ー ド と 東西交渉， ワ イ マー
ノレ体制 と その崩壊， と い う も のである。 原田智仁
(2000) は， 世界史の主題学習について， 次の よ う
に言 う 。
現場での主題学習の受け止めは， 通史的
系統学習 を補完する 内容構成論 と してで
あ り ， 問題解決的な学習論 と してではな
かっ た。 それゆえ， 大学入試対 策 と して
系統的通史学習が一層重視 さ れだす と ，
主題学習 を実施する 時間は不足 し， 学習
指導要領で どんなにその意義が説かれよ
う と ， 主題学習 は次第に形骸化する こ と
に な っ た。
こ こ では， 次の 2 点を指摘でき る。
第 1 に， 主題学習が通史的系統学習 と整合せず，
それを補完する位置づ、けになっ ていた こ と である。
有田嘉伸 (2000) は， 次の よ う に述べてい る。
歴史学習の 目 的は， 入学試験な ど と も か
ら んで， 歴史的思考力の育成 よ り も歴史
的知識を時代順に教え る こ と が よ り 重要
だ と し づ 考え方が あ り ， 通史学習後， 時
間 が あれば主題学習 を行お う と い う 消極
的取 り 組み しかな さ れていない。
歴史的知識を 時代順に教 え る こ と を重視 した
授業では， 知識を活用する機会が与え られない。
しか し， 情報が氾濫する社会にあって， 我々 は考
え る 力 を養 う こ と が求め られている。 こ の こ と を
生徒に意識 さ せ， 歴史的思考力 を培 う 授業を行 う
必要があ る。
第 2 に， :ì:J哲学習が， 本来， 問題解決学習 と の
結びつ き を想定 していた こ と であ る。 主題のひ と
つ と して， モ ノ をテーマ とする実践が あ る。 教科
書で も ， 文物や人物を通 して見る 世界史が， コ ラ
ム と して掲載 さ れてい る こ と が多し い)。 た と えば，
宮地賢治 (2002) に よ る 実践 「世界史への扉 サ ッ
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カ ーの歴史」 が あ る。 多数の資料を用い， 1サ ッ カ
ーが どのよ う に楽 しまれてき たのか」 を通 して 20
世紀の世界の出且みを理解 さ せる こ と を 目 指 して
いる。 こ の よ う な実践に対 し， 主題学習 と して不
十分な点が一つ挙げ られる。 それは， 問題解決学
習 と しての性格が弱し 、 こ と である。 宮地の実践に
おいて も ， 様々 な資料が使われている も のの， 導
き 出す解答は一つ しかない問いが多い。 これでは，
主題学習本来の役割を果たせない。
問題解決学習 と して生徒の思考力 を培 う た め
には， 探究の過程を導入する こ と が必要である。
探究の過程について， W高等学校学習指導要領解説
総合的な学習の時間編』 では， 1 目 標の趣旨J にお
いて以下の よ う に説明 している。
総合的な学習の時間 におけ る 探究的な学
習 と は， 問題解決的な活動が発展的に繰
り 返 さ れてい く 下図の よ う な一連の学習
活動の こ と であ る。
図 1 . 探究の過程の連続
一方， W2009 年版高等学校学習指導要領解説
地理歴史編』 においては， 世界史 B 1 1 科 目 の性格
と 目 標」 で 「探究」 を以下の よ う に説明 している。
こ こ での探究 と は， 生徒の発想や見方，
疑問を も と に生徒 自 ら が主題を設定 し，
こ れまでに習得 した世界史の知識， 技能
を用いなが ら， 歴史的観点か ら 諸資料を
活用 して主体的に考察する活動であ る。
いずれの学習指導要領で も ， 1生徒が課題を設
定j し， 1情報を収集 ・ 活用J し， 1 自 分の考えを
ま と め る j 過程が必要 と さ れている。
主題学習は， W1999 年版高等学校学習指導要領
地理歴史編』 において， 生徒の主体的な追究を促
す学習論 と して， 改めて位置付け られた。
だが， 世界史の学習の中で， 主題学習が どの よ
う な役割を も っ ている のかについて， 原因 の指摘
に こ た え る よ う な形では， 述べ られていない。 そ
こ で， 世界史 と 主題学習のかかわ り をはっ き り さ
せる必要がある。
本研究の 目 的は， 次の 2 点であ る。 1 点 目 は，
世界史の主題学習で扱われる 主題 と は， どの よ う
な性格 と 内容を も つのかをはっ き り さ せる こ と で
ある。 2 点 目 は， 主題を組み込んだ学習が どんな
も の にな る のかを明 らかにする こ と である。
本研究では， 先行実践か ら主題の捉え方を明 ら




モ ノ を扱っ た学習 の事例 と して， 筆者が 2010
年 11 月 に， 山形県C 高等学校において， 第 1 学年
世界史A の授業で行っ た実践をあげる。
[学習 内容 と 取 り 上げた 「モ ノ J ]
0大航海時代の背景
. スノ号イ ス の需要
。古代ア メ リ カ 文明スペイ ンによ る征服
- 新たな食物の流入(カカオ， ジャ ガイ モ， ト ウ
モ ロ コ シな ど)
・ 銀の ヨ ー ロ ツノf流入で価格革命が生 じた こ と
スパイ スや新大陸か ら も た ら された食物につい
て は， 図表に掲載 さ れた写真を用い， 生徒に食卓
の様子を思い出 さ せる な ど しなが ら授業を進めた。
しか し， 西牟田 哲哉 (2001) は， Iモ ノ の歴史J
について次の よ う な批判がある と 述べる。
すなわち， ただ面 白 いだけで、あ っ て ，
浅薄な趣味的逸話に終始する 内容が多
く ， 杜会構造に迫 る よ う な歴史学習の
本質・ 本流か らはほ ど遠い。 モ ノ の歴史
は全般に好事家的な内容にな り が ち で，
全体史を構成 し えず， いわば 『残余史』
にすぎない。
西牟田 の指摘を も と に筆者の実践を見直す と ，
モ ノ の移動の石信忍に と どま り ， 生活の変化な ど社
会構造に迫る扱し 1方は さ れていない。
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(2) 西牟田哲哉によ る 実践
一方， 西牟田 に よ る 「現代の 日 常生活か ら 『世
界史への扉』 を開 く 授業構成の研究「モ ノ の歴史
か ら社会構造へ 」 では， 次の 3 点が工夫 さ れて
し 1 る。
ア) 高校生の身近な食べ物で あ る 「商品化 さ れ
たモ ノ J を教材化する。
イ ) モ ノ の f消費者側J I生産者側J の両方の状
況を明 らかにする こ と で， 社会構造的な問題
に踏み込む。
ウ ) 原産地 と 現在生産量が多い国の間に大き な
食い違いが あ るモ ノ に着 目 し， その 「移植J
の背後に社会構造を読む。
ア) を達成するために， チ ョ コ レー ト を教材に し，
砂糖 と カ カ オに分けて歴史を辿っ ている。 西牟田
は， I原料であ る小麦や稲， 大豆な どの生産地 ・ 生
産場面， あ る いは， これ らの原料を組み合わせて
『商品化 さ れたモ ノ 』 を生産する過程は， 彼 ら (生
徒) の 日 常的視野には入って こ ないj と 述べ， チ ョ
コ レー ト やポテ ト チ ッ プス な どの身近な商品か ら
原料の歴史へ と 分解する手順を踏む こ と を提案 し
ている。 生徒に と っ て身近な も の を扱いなが ら，
前近代の学習につなげよ う と する試みである。
イ ) ウ) は， 生徒に多角 的な視点を持たせる 手立
て と な っ てい る。 本実践の中では， 以下の よ う な
発聞 と して現れている。
I なぜスペイ ンはチ ョ コ レー ト 生産を独 占
でき なかったのだろ う ?
E 奴隷貿易が， も し何 ら かの理由 で廃 止 ・ 禁
止になっ た ら ， 一番困 る の はだれだ と 思 う
か ? ま た， その人物はその後， どのよ う な
こ と を試みたであ ろ う か ?
こ こ では， 2 点指摘 したい。
1 点 目 。 1 では， イ ) か ら ， 単な る 「 ヨ ー ロ ツ
パ 新大陸ア フ リ カ」 と い う 貿易ではな く ， ア フ
リ カ の中の 「奴隷狩 り をする側， 奴隷に さ れる側J
がいた と い う 点を明 らかに してい る。 こ の視点が，
カ カ オのモ ノ カルチャー化を通 して， 生徒が社会
構造の変化を理解する手助け と な っ ている。
2 点 目 。 国の対立だけでな く ， I生産者J I消費
者」 を意識 した こ と で， II の発問が 「考え ざる を
得ない問題J �こなっ ているo I奴隷生産者 と 奴隷に
される側 と のア フ リ カ 国内での対立がその後 ど う
な っ て い く のかJ と い う 視点を得る こ と で， 現代
に も 通 じ る 問題 と して捉え る事ができ る。
以上の こ と か ら， 西牟田 の実践の長所と して，
以下の 3 点が あげられる。
0 カ カ オの流入について扱 う にあた り ， チ ョ コ
レー ト か ら 出発 している。 生徒に と っ て よ り
身近な も のか ら授業を進め る こ と に よ っ て，
興味 ・ 関心を引 き 付 け る 素材 と な っ て い る 。
世界史B の導入であ る 「世界史の扉」 のテー
マ と してふ さ わ しい。
0国の対立だけでな く ， ア フ リ カ の奴隷売買 に
お け る 「生産者J I消費者」 を強調 し， 視野
を広げている。 こ れに よ り ， 社会構造にアプ
ロ ーチする 視点が増 え， よ り 多 く の立場の事
情を総合 して考え る こ と ができ る。
0民族対立は現代社会が抱え る 問題で も あ り ，
生徒に と っ て現実的な問題 と して捉えやすい。
一方， 探究の過程が組み込まれていない と し 1 う
点では， 生徒の主体的な追究を促す実践 と して不
完全である。 具体的には， 次の 2 点を指摘でき る。
0課題設定に生徒の 関心や問題意識が反映 さ
れない。
O生徒が他者の意見 と 自 分の意見 を交流 さ せ
た り ， 自 分の考え を表現する機会がない。
こ のため， 生徒が新たな課題を見出 し， 探究を
繰 り 返すこ と ができ る 実践 と しては不十分である。
(3) 主主題学習の特徴
2 つの実践か ら ， ヨミ題学習の鞘敷を 3 つの視点
で整理でき る。
①主題の内容
主題 と する 問題については， 以下の 2 点を満た
している こ と が望ま しい
A) 現実的で、考えざる を得ない問題である こ と
公民の実践では， 実際に現在議論 さ れてい る ，
原子力発電の是非をめ ぐる課題を扱っ た。 生徒
に と っ て も差 し迫っ た問題で、あ り ， 現実的な課
題で、あっ たo
一方， 歴史では， 現代社会が抱 え る 現実的な
課題を直接扱 う と は限 ら ない。 歴史学習におけ
る 「考え ざる を得ない」 問題の設定には， どの
よ う な工夫ができ る だろ う か。
探究活動 に お け る 課題の設定について， �学
習指導要領解説 総合的な活動の時間編』 では
以下の よ う に述べている。
生徒は， 対象やそ こ に存在する 問題事象
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に直接出会 う と き ， 現実の状況 と 理想の
姿 と の対比な どか ら 問題を見出 し， その
問題を改善す る た めの課題意識を高 め る
こ と が多い。
現代の価値観や状況 と 過去 の事実を比較 し
て， 意外な差異を発見 した り 問題を見出すこ と
は， 歴史学習でも考え られる。 西牟田 の実践で
取 り 上げ られてい る のは， カ カ オの生産地が変
化 している こ と である。 カ カ オは も と も と ， メ
キシコやグアテ マ ラ で、生産 さ れていた。 しか し，
現在は本来無関係な土地で、あっ たガーナが， 主
要なカ カ オの生産地にな っ てい る 。 西牟田 は，
こ の よ う に原産地 と 現在生産量が多い国の聞
に大き な食い違いが あ る も の に着 目 している。
こ の食い違いが生 じ る こ と をモ ノ の 「移植」 と
呼び， I移植」 に よ っ て背後の社会構造に迫る
こ と を提案 している。
筆者は， 食い違いを発見する こ と で， 生徒が
疑問を持ちやす く な る と 考え る 。 「移植J であ
れば， Iなぜ移植する必要が あ っ たのか J I移
植する ために どんな苦労があ っ たのか」 な どの
疑問が生 じ る こ と が予想 さ れる。
B ) 正解が一つに定ま ら ない問題である こ と
多数の資料を利用 していて も ， 全員が同 じ結
論に向かっ て資料を見てい く だけでは， 多角 的
な視点を得る こ と はでき ない。 生徒がそれぞれ
の考え方に基づいて資料を利用 し， 自 分の考え
を 明 ら かに で き る 授業 を 目 指す こ と が必要で
あ る。 こ の よ う な授業に よ っ て， 他者 と 意見を
交流 さ せた り ， 白 身の意見を分か り やすく 伝え
る こ と に対 して， 生徒が意欲を持て る と 考える。
②社会構造に迫 る こ と ができ る 問題である こ と
具体的には， I素材 と して取 り 上げた文物や歴史
人物が どのよ う に社会を変えたのかJ Iその変化は
どのよ う な意味を持つのかj について考え る こ と
ができ る 課題であ る こ と を示す。
筆者の実践では， 新大陸発見に よ っ て ヨ ー ロ ツ
パに も た ら さ れたモ ノ と ， ヨ ー ロ ツノfから新大陸
に も た ら さ れたモ ノ を石師忍する のみに と どま っ て
いる。 社会構造に迫れる よ う な扱いは していない。
西牟田 の実践では， 先述の 「移植」 に注 目 する
こ と で， 以下の 2 点について考え る こ と ができ る。
0 カ カ オの需要を急増 さ せたイ ギ リ ス 国 内 の
変化 (チ ョ コ レー ト が飲み物か ら食べ物に な
っ た こ と ， 度重な る戦争に よ り 軍隊の非常食
と してのチ ョ コ レ} ト の需要が伸びた こ と )
Oガーナの農業に適 した土地が， r移植J に よ
っ て 田畑をつぶ さ れ， カ カ オ栽培へ と 変 え ら
れて しま っ た こ と
こ れ ら の実態を踏ま えて， 社会の状況を総合 し
て考える こ と ができ る。
Q探究の過程を繰 り 返 している
以下に， F 中学校での実践にお け る ， 原子力発
電の廃止に賛成する生徒 ( S ) と ， 反対する 生徒 (Sl
~S5) の意見交流の場面を示す。
Sl  : (原発廃止に) 賛成なの ! ?
S : 賛成だよ。 なんでかわかる か ?
S2 : なんて書いたの ?
Sl : い ら ないの ?
S : う ん， い ら なし い ・ えっ と ・ ・ ・ はっ き り 言っ て，
今原子力発電をい き な り ス ト ッ プ。 して， 全部 自 然
エネルギーにす る のは無理だ と 思 う ので， 少 しず
つ乗 り 換え る しかない と 思 う んだけ ど・ ・ ・
S2 : そ り ゃそ う で し ょ
S3 : ど う して ?
S : ど う して・ ・ ・原発はまず， 危ない。 で， 水力発
電 と かだっ た ら， わ ざわ ざダムつ く んな く て も ，
発電でき る と こ と かも あ るみたいなんで， そ う い
う の を多 く つ く ればし 1い話なんじゃ ないかな
S4 : で も ， 水力 っ て さ あ， 発電コ ス ト 高い じゃん
S : だっ て 日 本・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ と こ ろ ど こ ろ め ちゃ く ちゃ
作っ ち ゃ えばいい じゃん
S5 : ねえそれだっ た ら， 魚 と か・ ・ ­
S4 : 生態系を壊すなー
S : ダム建設 しな く て も発電でき る し
S5 : それだ と 結局その発電所作んな き ゃ じゃん
こ の場面で， s は意見が異な る 生徒か ら の質問
(課題) に対 し， こ れま で得た情報か ら必要な も の
を選択 して答えている。 授業中 に反論に応えきれ
ないこ と も あっ たO しか し， 授業の終わ り には，
授業中のや り と り を総合 して， 主張の中心を明確
に し， 対立する意見の生徒を説得でき る意見を書
く こ と ができ た。 これは， 生徒聞のや り と り か ら ，
原子力発電所を廃止すべき と い う 自 身の意見の理
由づけを固めてい く こ と ができ た成果であ る と 考
える。 こ の よ う に， 探究の過程を繰 り 返すこ と で，
生徒が 自 分の考えを明 らかにする こ と ができ る。
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3 実践と 結果 (明 らかにな っ た こ と )
先行実践か ら 明 らかに した主題学習の特徴を踏
ま え， 樋 口真孝 (1992) に よ る実践を検証する。 世
界資本主義体制 の も と に生 じたアジアの 「従属」




イ ン ド・ 中国の植民地化を扱 う 際の， 全体の導入部
と して 4 時間編成で行っ た も のであるO 課題は，
以下の 2 つである。
1 2 つの風景 (紅茶を楽 しむイ ギ リ ス貴族 と 清の
アヘン窟の絵) が映 し 出す社会が抱えた矛盾は
何であ っ たか。
E その解決に向け， 人々 は どの よ う な苦闘を歩ん
だのか。
[ a ] 
本実践は， 以下の 2 点に重点を置いている。
1 点 目 は， 生徒の実感でき る 具体的世界か ら ，
歴史の構造把握に迫る こ と 。 2 点 目 は， 以後の学
習 内容への問題意識を育て る こ と であ る。
後で分析する都合上， [ ] で記号を付ける。
①導入
2 つの風景の絵を提示 した後， 紅茶の有名 メ ー
カ ーのパ ッ ケージや広告を も と に， イ ギ リ ス での
喫茶の風習の始ま り と 茶の輸入事情についてj情報
を整理する。 [ b ]
・ 西欧へ茶を輸入 したのはオラ ンダ東イ ン ド
会社であ り ， こ の と き 中 国は茶の栽培法を
「秘密事項J と して市場を独 占 していた。
- 名 誉革命に よ っ てオラ ンダ王室を迎えて以
降， イ ギ リ ス での喫茶の風習が広が っ た。
・ イ ン ドでの茶の耕音は， 1830 年代に野生の
ア ッ サム種を発見， 栽培に成功 して以降の
こ と であ る。
・ 茶摘み作業は機械化でき ず， 現地住民の安
価な労働力が必須である。
②資料の整理 と 「疑問j の発見
イ ギ リ ス の紅茶輸入先が， 中固か らイ ン ド ・ セ
イ ロ ンに変わっ てい く こ と を示 した表 2) を生徒に
グラ フ化 させる。 こ の作業か ら， 以下の 3 つの問
題を生徒に よ っ て 「発見j させる。 [ c ] 
i ) 19 世紀イ ギ リ ス になぜこ の よ う に喫茶の風
習が拡大 したのか ?
込 ) 茶の産地 と な る 以前のイ ン ド (セイ ロ ン を
含む) を， イ ギ リ ス は どの よ う に支配・利用 し
よ う と しfこか ?
出) 中国か ら茶を輸入 していた時代， 中国はイ
ギ リ ス か ら何を買い入れていたか ?
i ) については， 資料と して以下の事実を示 し，
生徒に 自 由 な意見を述べさせる。
・ コ ー ヒ ー ・ カ カ オ ・ 茶がほ と ん ど同時期 に
イ ギ リ ス に も た ら さ れた事実。
• 19 世紀の庶民・ 労働者の家計を紹介 して，
貧 しい収入に も かかわ らず茶の購入に相
当額を割し 1てい る事実。
証 ) については， 綿花を介 してイ ギ リ ス の産業許薄
造に組み込まれたイ ン ドの様子について石信忍する。
更に， rイ ン ドがなぜこ の よ う な地位に転落 したの
か ? J と い う 疑問を提示 し， 今後の授業探求 3)の
静題 と する。
出) については， まず， 以下の点を確認する。
・ 中国 はも と も と 自 立 した独 自 の経済圏 を持
っ ていたが， これがイ ギ リ ス側の片貿易 を
つ く っ ていた こ と 。
- 片貿易 に よ り 流出 した銀の回収 と 自 由貿易
化がイ ギ リ スの緊急課題であ っ た こ と 。
こ の緊急課題の突破 口 と なっ た fアへン問題j
については， 清王朝下の社会矛盾の中 に， 流行の
原因 を見てい く こ と が必要であ る。 こ の点 も ， 今
後の探求の課題 と な る。
③こ の授業の後の展開
樋 口 は， こ の後の授業展開で， 生徒が 「イ ン ド ・
中国はなぜ西欧に よ る従属化に抵抗でき なかっ た
か」 と し づ 疑問 を持つに至 る こ と を期待する。 そ
して， こ の点について考え る 際， 強調 したい点 と
して， イ ン ド (ムガル朝) と 中国 (清朝) に共通する
社会構造 と ， 資本主義の構造について述べている。
資本主義は全ての社会関係を， ((商品》 の 関係
に一元化する。 そのメ リ ッ ト は， 身分制に基づ く
特権的関係 を解体 ・ 無化する 合理的機能を持っ て
い る こ と であ る。 それは， 自 由 で平等な 「個J の
解放 を め ざす “民主主義" と 相互補完 し合 う 考え
だか ら である。
一方， デメ リ ッ ト は， 身分を超えて再編 さ れた
社会が， “機会の平等" の名 の も と に， 実際は資本
を持つ も のが持た ざる者を収奪する ， 新たな支配
構造を生み う る と い う こ と であ る。
近代化する ア ジアでは， こ の よ う な社会構造が
97 
複雑に絡み合っ てい く 。 も と も と 身分や民族の対
立があ っ た社会に， 資本主義に よ る新たな支配構
造 と 伝統社会のアイ デンテ ィ テ ィ を奪 う 仕組みが
入 り 込んで、い く 。 これに よ り ， アジアの従属化が
進行 した。
以上に あげた錯綜状況を解放する道筋 と して，
樋 口 は 2 点挙げている。 1 点 目 は， 資本主義の力
を利用 して， 伝統社会の解体 ・ 再編を図 っ て い く
方向。 2 点 目 は， まず従属か ら の脱出を求め， 伝
統社会内のナシ ョ ナルな対ー立を乗 り 越え， 高次の
融合を果たすこ と である。 [ d ] 
(2) 主題学習 と しての検討
先行実践か ら 明 ら かに した特徴を も と に， 樋 口
に よ る実践を検証する。
[ a 】 訊喧について
I に対 して は， 三角貿易について説明 させる こ
と で， 喫茶の風習 を満喫するイ ギ リ ス の姿 と ， 従
属化 してい く 中国やイ ン ドの姿をお さ え る こ と が
でき る。 よ っ て， r正解がひ と つに定ま ら ない問題J
ではない と い う 点で主題 と しては不十分であ る。
E については， 3 点指摘する。
1 点 目 は， r現実的で考えざる を得ない問題かJ
「正解が一つに定ま ら ない問題かJ ど う かについ
て。 《民族》 の問題は， 今 日 で も世界で緊急の課題
である。 こ の問題は考え ざる を得ない も のであ る
と 同時に， 誰 も が納得する最善策がない問題だか
ら こ そ， 未だ議論 さ れている のであ る。 よ っ て，
「現実的で、考え ざる を得ない問題」 であ り ， r正解
が一つに定ま ら ない問題J である と 言える。
2 点 目 は， どの よ う に社会構造に迫っ てい る か
についてである。 本実践では， 茶の流行に よ っ て
生 じた社会構造の変化について， イ ギ リ ス 国内，
中国への影響， イ ン ドへの影響 と 複数の視点か ら
見ている。
3 点 目 は， 探究の過程が繰 り 返 さ れてい る か ど
う かについてである。 こ の実践の中では繰 り 返さ
れていないが， ね らい に も 示 さ れてい る と お り ，
今後ア ジアの近代化について学習 してい く 上での
導入にあ た る。 品 ) iii) において今後の探求書札哩が
示 されてい る の で3 探究の過程の一部である と と
ら え る こ と ができ る。
[ b ] 茶の輸入元
茶が どの よ う な形でイ ギ リ ス に輸入 さ れたかを
考 え る 際， イ ギ リ ス のイ ン ド支配について石首忍 し
た と こ ろで， 以下の よ う なや り 取 り がある。
S さ て， 今ま での情報を整理する と ， こ の よ う
に要約でき ないだろ う か。
18 世紀の初め に は茶 を飲む習慣がひろま っ て
お り ， 茶 を扱 う 商人は当時か ら 主 と してセイ ロ ン
(広 く イ ン ド) よ り 茶を輸入 していた。
S それでいい と 思います。
T 本当 だろ う か。 た と えば和菓子の箱に 「創業
は 200 年前。 現在， こ の菓子原料はア メ リ カ産
の小豆を精選 した も のJ と あっ た場合を考えて
ほ しし 10
S ア ッ ， そ う か， 必ず し も初めから茶はセイ ロ
ン産であっ た と はいえないな。
T そ こ でだ。 イ ギ リ ス で最初に出 さ れた と さ れ
る 1658 年の新聞広告な る も のをみてみよ う 。
何がわかるかだろ う か。
S そ う か， 茶の輸入先は中国だっ たんだ。
セ イ ロ ンか ら 茶 を輸入す る 以前 は 中 国が輸入
先であっ た こ と に気づかせている。
[ c ]  I疑問J の発見
イ ギ リ ス の紅茶輸入先の表 を グ ラ フ 化す る 作
業を通 し， 生徒に どんな疑問が生 じたかを問 う て
いる。 こ こ で3 生徒に よ っ て今後取 り 上げるべき
問題を発見 させる こ と を 目 指 している。 こ こ に，
今後の探究へ向か う 手がか り が組み込まれてい る。
i ) では， 二つの資料を出 して い る が， 明確な
答えは出 さ ずに生徒に 自 由 な意見を述べ させてい
る。 歴史の探究の醍醐味を与え る こ と を狙っ た試
みになっ ている。
品 ) では， Iイ ン ドがなぜこ の よ う な地位に転落
したのか ? J と し 寸 課題を残 し， 今後の授業探究
へ と つなげる。
出) では， 三角 貿易の仕組みを確認する。 こ の
間いその も のには， I中国はイ ギ リ ス か らイ可も買い
いれてお らず， イ ギ リ ス か ら は銀が流出 した」 と
い う 明確な解答がある。 しかし， 清王朝下の社会
矛盾の中 に， アヘンの流行の原因 を見てい く こ と
が必要であ る と し， 今後の授業探求の課題 と して
いる。
[ d ] 今後の探究の足掛か り と して
こ こ では， 資本主義が も た らす性格の う ち， メ
リ ッ ト も示 している。 そのため， 従属に焔る ので
はな く ， ア ジア も資本主義の恩恵を受け， 豊かな
固にな っ てい く た めには ど う した ら いいのか， 生
徒は総合 して考え る こ と ができ る。
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樋 口 は， 近代化する ア ジアが解放に向か う ため
の道筋を 2 つ示 している。 しか し， いずれも長所
と 短所が あ り ， どち らが正解 と は決め られない。
ア ジアの 「近代化J と は， こ の 2 つの道筋の間
で， 従属か ら の解放を 目 指 して揺れ動いた苦難の
道で、あった。 樋 口 は， こ の よ う なアジアの民衆が
抱えた困難性の苦悩に対 する 「共感」 と ， それが
今 日 ， 世界で緊急の課題 と なっ ている 《民族》 の
問題を解決 し よ う と した先駆的試みで、あっ た と い
う 「歴史的な意義」 を理解 さ せたい と している。
地球規模の部聞 と して， 人類が直面 し続けている
問題を取 り 扱 う こ と で， 探究の過程をた ど る こ と
ができ る。
4 考察
樋 口 の実践では， 後の探究につなが る 問題意識
を生徒に持たせている。
し か し， 課題H を主題 と して見てみる と ， 以下
の点で不十分であ る。
①本実践内での生徒の意見 を 明 ら かにす る 場
面がない。
②社会構造について， イ ン ドやイ ギ リ ス の人々
の生活が， 具体的に どの よ う に変わっ たのか
について も考え られる実践と なれば， よ り 望
ま しい。
①については， 今後の授業で明 ら かにする大き
な問題である。 だが， こ の単元の 中で生 じた生徒
の疑問や問題意識をはっ き り させる場面が必要だ
と 考える。 そのためには， 中心課題た る E につな
が る ， 下位の課題を設定する必要があ る。
そ こ で， 三角貿易の仕3組みについて確認 した後，
「イ ン ド ・ 中国が抱 え る 苦悩 と は何か」 について，
これま での学習か ら考えた こ と を生徒に整理させ
たい。 イ ン ドや中国が抱えた 2 つの課題を踏ま え
た解答 と しては， 次の よ う なモデノレが考え られる。
「イ ン ドや中国は， 園内に様々 な対立を抱えた状
態で， イ ギ リ ス に国の利益を搾取 さ れ， 国力が弱
ま っ てし 1 く 構造ができ て しま っ た こ と J 。 資本主義
体制 と の不適合 と ， も と も と 存在 していた身分や
民族に よ る対立 と い う 2 つの問題を認識 している。
これを整理 してお く こ と で， 自 分が何を問題 と し
て と ら えているのか生徒が 自 覚する こ と ができ る。
教師も， 生徒が国家聞の 関係に注 目 している の
か， それぞれの国内の問題に注 目 している のかを
把握する こ と ができ る。 資本主義の押 しつけにの
み注 目 している生徒が多い場合には， 資本主義化
する メ リ ッ ト を再度示 した り ， 資本主義の どの よ
う な側面がア ジア を従属 させている のかを考え さ
せた り する と し づ 手立て を講 じ る必要が ある。 な
ぜな ら， 資本主義のデメ リ ッ ト ばか り を強調する
と ， Iイ ギ リ ス が強いか ら仕方なし リ と しか結論を
出せな く なっ て しま う か ら である。 これでは， イ
ン ド ・ 中国が独立を勝ち取る ために どの よ う な努
力 を したのか， 考える こ と が難 し く なる。
逆に， 国内での対立に しか 目 を向 けていない場
合， 近代以降の一体化 した世界が抱え る課題につ
いて考え る こ と ができ ない。
以上の こ と か ら ， Iイ ン ド ・ 中国が抱 え る 苦悩
は何かJ について考え る と い う ステ ッ フ。が必要だ、
と 考える。
②については， 例えば， イ ン ドの農民の生活が，
モ ノ カルチャー化に よ っ て どの よ う に変え られた
か と い う こ と である。 農業に適 した土地の 田畑を
つぶ してアヘンを作る よ う にな り ， 人々 の生活が
どれほ ど悪化 したのかにふれる こ と で， イ ギ リ ス
の豊かな生活 と の対比が よ り 鮮明になる と 考える。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
主題学習について， 2 点指摘があった。 第 1 に，
主題学習が通史的系統的学習 と 整合せず， それを
補完する位置づけになっ ていた こ と 。 第 2 に， 主
題学習が， 本来問題解決学習 と の結びつき を想定
していた こ と である。 こ れについて， 次の点を明
らかに した。
主題学習は， 歴史的知識を時{切聞に教え る こ と
を重視す る 立場か ら は， 通史学習の補完的位置づ
け に さ れる。 し か し， 主主題学習が本来想定 してい
た問題解決学習 と の結びつき を見なおすこ と で，
主題学習でも歴史的展開 に迫る こ と ができ る。
具体的に は， 特に以下の 2 点に注 目 する。 1 点
目 は社会構造に迫る乱哩の設定であ る。 学習 した
歴史的知識について， Iそれが どの よ う に社会を変
えたのかJ Iその変化 は どの よ う な意味を持つの
かJ を理解する こ と で， 通史的学習で得た知識を
関連 させる こ と ができ る 。 2 点 目 は探究の過程の
導入である。 学習内容を生徒の見方・ 考え方か ら整
理 ・ 分析する こ と で， 自 分の考えを明 らかにする過
程は， 生徒が歴史学習 に迫る う えで必要なプロ セ




は明 ら かに していない。 学習指導要領の総合的な
学習の時間編でも ， 地理歴史編で も ， 生徒が 自 ら
課題を設定する こ と が求め られてい る が， 今回検
証 した実践では， 教師が熟題を設定 している。 生
徒 自 身の課題設定を可能にする には どの よ う な手
立てが必要かを今後明 ら かにする必要があ る。
注
1) 帝国書院の教科書では， コ ラ ム と して， 以下
の よ う なテーマ を扱っている。
・ 世界史A I ク ロ ーズア ッ プ。生活・ 文化 ! J I物
を通 して見る 世界史J I過去か ら未来へJ I人
物エ ヒ。 ソ ー ドJ I物に も歴史あ り J I世界史の
なかの 日 本」
- 世界史B I一体化する 世界J I視点を変えて」
「地域を結びつ け る も のJ
2) 角 山栄 (1980) W茶の世界史J]， 中公新書， p. 157 
3) 樋 口 の実践紹介の中では， I探求」 と い う 言葉
が使われている。 筆者が述べる探究の う ち， 特
に 「情報を収集 ・ 活用」 を指 している。
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